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明
治
二
、

三
十
年
代
に
於
け
る
独
逸
教
育
学
の
影
響

明
治
前
半
期
に
於
け
る
西
欧
化
の
大
勢
は
、
米
英
仏
等
の
先
進
諸
国
に
範

を
取
り
、
独
逸
の
存
在
は
む
し
ろ
影
が
う
す
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の

こ
と
は
教
育
学
の
分
野
に
も
い
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
教
育
界
は

米
国
の
教
育
学
者
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
コ
メ
ニ
ウ
ス
、
ス
ベ
ン
サ
l
、。ヘ

ス
タ
ロ
ッ
チ
等
の
自
由
主
義
、
功
利
主
義
及
び
開
発
主
義
の
教
育
思
想
が
支

配
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
時
代
に
於
い
て
僅
か
で
は
あ
る
が
、
明
治
五
年
八
月
「
学

制
」
公
布
以
前
に
、
海
外
の
教
育
事
情

・
制
度
・
思
想
を
紹
介
し
た
柳
川
春

ゴ
一
撰
「
寓
国
新
語
」
へ
明
治
元
年
十
一
月
刊
＼
福
沢
諭
吉
著
「
世
界
国
尽
」

（
明
治
二
年
十
月
刊
）
、
小
幡
甚
三
郎
著
「
西
洋
学
校
軌
範
」
（
明
治
三
年
五

月
刊
〉
等
に
独
逸
・
普
魯
士
の
こ
と
が
概
略
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

独
逸
の
教
育
学
説
に
つ
い
て
も
、
明
治
八
年
か
ら
同
十
年
の
「
文
部
省
雑

誌
」
（
明
治
九
年
、
教
育
雑
誌
と
改
称
）
に
於
い
て
独
逸
教
育
論
抄
、
独
逸

明
治
二
、
三
十
代
年
に
於
け
る
独
逸
教
育
学
の
影
響
（
石
山
）

石

山

禎

教
育
論
摘
訳
、
独
逸
ケ
ル
ネ
ル
教
育
書
抄
、
独
逸
雑
報
抄
等
が
あ
り
、
教
育

制
度
に
関
し
て
は
「
宰
国
学
校
法
規
」
独
逸
書
記
官
ド
ク
ト
ル
・
ベ
ル
リ

γ

述
、
近
藤
鎮
三
訳
、
写
本
十
七
枚
（
年
代
末
詳
）
や
「
徳
国
教
育
論
略
」
独

花
之
安
著
、
清
王
柄
拘
出
訳
、
小
林
病
翁
訓
点
（
明
治
七
年
一
月
、
求
志
楼

刊
）
、
「
普
魯
士
学
校
規
則
」
柴
田
承
桂
訳
（
明
治
八
年
、
文
部
省
刊
）
、

「
独
逸
国
学
制
論
」
平
山
成
一
郎
訳
、
（
明
治
八
年
、
演
国
博
覧
会
事
務
局

刊
）
、
「
理
事
功
程
」
全
巻
十
五
の
内
、
独
逸
国
之
部
、
第
八

t
十
一
巻
、

田
中
不
二
世
編
（
明
治
八
年
、
文
部
省
刊）

等
が
あ
る
。
教
育
論
に
関
す
る

書
で
は

「
平
民
学
校
論
略
」
ツ
エ
ケ
l
ル
著
、
村
岡
範
為
馳
訳
（
明
治
十
二

年
、
文
部
省
刊
）
、
「
教
育
哲
学
史
」
ク
レ
ッ
ベ
ル
署
、
鈴
木
力
訳
（
明
治

十
九
年
刊
〉
、
「
独
逸
聯
邦
普
魯
西
国
教
育
新
史
」
国
府
寺
新
作
著

（明
治

十
九
年
刊
＼
「
教
育
哲
学
年
表
」
エ
リ
ネ
ス
・
ヘ
ロ
ル
ド
著
、
鈴
木
力
訳

（
明
治
十
九
年
刊
〉
等
が
あ
る
。

以
上
、
当
時
独
逸
の
教
育
制
度
・
思
想
・
教
育
論
等
が
一
部
紹
介
さ
れ
て

い
た
が
、
既
述
し
た
よ
う
に
西
欧
化
の
大
勢
が
、
米
英
仏
諸
国
の
教
育
学
で
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法
政
史
学

第
十
九
号

あ
る
た
め
独
逸
的
な
も
の
は
ま
だ
関
心
を
ひ
く
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
明
治
十
四
・

五
年
頃
か
ら
や
が
て
、
本
格
的
に
独
逸
に
注
目
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
独
逸
へ
の
傾
斜
を
始
め
た
発
端
は
、
明
治
十
四
年
七

月
岩
倉
具
視
が
「
漸
進
之
主
義
ヲ
失
ハ
ザ
ル
コ
ト
。
附
。
欧
州
各
国
之
成
法

ヲ
取
捨
ス
ル
ニ
付
テ
ハ
、
字
国
之
憲
法
尤
漸
進
之
主
義
－
一
適
ス
ル
コ
ト
云
々
」

（
憲
法
起
草
大
綱
）
に
示
し
、
明
治
憲
法
の
制
定
が
予
定
さ
れ
、
翌
十
五
年

伊
藤
博
文
が
欧
州
諸
国
（
特
に
目
的
地
独
逸
国
〉
に
憲
法
調
査
の
た
め
派
遣

さ
れ
た
頃
か
ら
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
伊
藤
の
帰
国
後
、
明
治
憲
法
の
骨

格
は
独
逸
的
国
権
至
上
主
義
を
模
範
と
し
て
想
定
さ
れ
、
や
が
て
憲
法
は
も

と
よ
り
、
諸
般
の
体
制
も
漸
次
独
逸
を
模
範
と
し
て
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
か
く
し
て
独
逸
人
顧
問
も
相
次
い
で
招
聴
き
れ
、
明
治
政
史
の
「
：
・

伯
（
伊
藤
博
文
を
示
す
〉
の
帰
る
や
憲
法
編
集
の
顧
問
員
数
名
は
新
た
に
独

逸
よ
り
鴨
し
、
法
科
大
学
は
新
に
独
逸
よ
り
鳴
し
、
陸
軍
の
教
師
は
新
に
独

逸
よ
り
聴
し
た
り
。
当
時
の
僅
諺
あ
り
日
く
、
彼
奴
も
比
奴
も
独
逸
に
あ
ら

（

1
） 

さ
れ
ば
夜
が
明
け
ぬ
」
と
ま
で
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
独
逸
を
崇
拝
し
、
傾
倒
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
独
逸
の
国
家
至
上
主
義
的
観
念
に
、
わ
が
国
の

政
府
は
多
く
の
影
響
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
政
府
と
個
人
と
の
関
係

と
し
て
政
治
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
国
家
を
、
し
か
も
そ
れ
は
特
定
の
法

治
国
家
と
い
う
形
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
す
で

に
明
治
前
半
期
に
独
逸
学
者
の
重
鎮
加
藤
弘
之
が
ビ
l
デ
ル
マ
ソ
（
司
・
同
・

虫
色
2
g
gろ
の

著
「
各
国
立
憲
政
体
起
立
史
」
の
理
論
を
も
と
に
、
独

逸
流
の
社
会
進
化
論
を
基
調
と
す
る
国
家
至
上
主
義
の
権
力
に
よ
る
「
上
か

ら
の
近
代
化
」
が
先
行
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
点
で
注
目
す

べ
き
で
あ
る
が
、
当
時
は
ま
だ
米
英
仏
的
自
由
主
義
の
傾
向
が
濃
厚
で
あ
っ

一
三
四

た
た
め
、
歓
迎
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
独
逸
流
の
国
家
学
が
勢
力
を
得
て
く
る
と
、
天
皇
を
中
心

と
す
る
国
家
思
想
へ
の
発
展
が
強
化
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
や
が
て
教
育
界
に

も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
り
、
明
治
二
十
年
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学

に
招
聴
せ
ら
れ
た
エ
ミ
ル
ル
・
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
（
何
百
戸
田

gω
｝

S
2
Z

Z
3
1
5
N
3
の
来
朝
を
契
機
に
、
独
逸
教
育
学
説
の
勃
興
と
な
っ
て
あ
ら

わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
従
来
の
米
英
仏
諸
国
の
自
由
主
義
的
、
功

利
主
義
的
、
開
発
主
義
的
思
想
よ
り
も
、
独
逸
の
国
権
至
上
主
義
的
教
育
思

想
へ
と
急
転
回
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
独
逸
教
育
学
の
影
響
が
直
接
わ
が
国
教
育
界
に
及
ぼ
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
二
十
年
代
以
降
か
ら
で
あ
り
、
本
論
で
も
こ
の

時
期
を
中
心
に
、
時
代
的
背
景
を
考
慮
し
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

ニ

国
家
体
制
が
整
備
さ
れ
て
く
る
と
、
国
家
と
教
育
政
策
を
一
層
強
化
す
る

た
め
、
種
々
と
対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
即
ち
、
明
治
初
期
以

来
の
教
育
西
欧
化
的
政
策
に
行
き
過
ぎ
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
こ
れ
を
是

正
す
る
た
め
、
明
治
十
二
年
に
教
学
大
旨
、
同
十
三
年
に
改
正
教
育
令
、
同

十
四
年
に
小
学
校
教
員
心
得
及
び
学
校
教
員
品
行
検
在
規
則
、
小
学
校
教
則

綱
領
、
同
十
五
年
に
は
幼
学
大
要
の
公
布
と
い
う
よ
う
に
一
連
の
国
家
主
義

的
教
育
対
策
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
天
皇
は
、
同
十
五
年
「
学
制

二
付
勅
諭
」
を
公
布
し
て
、
こ
れ
等

一
連
の
国
家
主
義
的
教
育
対
策
の
整
備

し
た
こ
と
を
喜
び
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
今
回
文
部
省
学
制
諸
般
規
則
ヲ
熟
覧
セ
シ
ニ
初
メ
、
朕
カ
前
任
文
部
卿

寺
島
宗
則
－
一
諭
シ
タ
ル
以
来
ノ
趣
意
達
セ
シ
者
ト
看
ル
故
－
一
其
教
則
等
ニ
於
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テ
モ
総
テ
朕
カ
異
存
ヲ
措
ク
所
ナ
シ
因
テ
比
旨
ヲ
速
－
一
現
任
文
部
卿
ニ
伝
ヘ

ヨ
且
次
ノ
条
件
ヲ
諭
セ
ヨ
。

一
、
此
学
制
規
則
ヲ
以
テ
文
部
卿
－
一
於
テ
十
分
－
一
実
際
ノ
施
行
ヲ
遂
ゲ
ル
ヲ

要
ト
ス
ベ
シ
之
ヲ
シ
テ
徒
法
－
一
帰
セ
シ
ム
ル
コ
ト
勿
レ

一
、
教
育
ノ
事
ハ
固
ヨ
リ
一
時
ニ
遂
グ
ベ
キ
モ
ノ
ニ
於
テ
ハ
此
旨
趣
ヲ

一
貫

シ
徹
底
セ
シ
ム
ベ
キ
ノ
覚
悟
ア
ル
ベ
シ

一
、
従
来
欧
米
一
一
偏
セ
シ
学
風
ハ
亡
慮
之
ヲ
洗
除
シ
小
学
臆
史
科
一
一
於
テ
ハ

我
国
史
ノ
外
漢
洋
共
－
一
用
ヒ
ザ
ル
ガ
如
キ
尤
其
宣
シ
キ
ヲ
得
タ
リ
ト
ス
然

ト
モ
爾
後
或
ハ
風
潮
－
一
逐
ハ

レ
更
－
一
独
逸
－
一
倣
フ
ベ
ク
又
ハ
露
国
ニ
取
ル

ベ
キ
等
ノ
論
ア
ル
モ
文
部
省
一
行
疋
ノ
制
規
－
一
拠
リ
テ
変
動
セ
ズ
十
年
ノ
後

其
成
功
ヲ
奏
ス
ベ
シ
若
シ
不
得
巳
シ
テ
更
ニ
各
国
取
ル
ベ
キ
等
ノ
コ
ト
ア

ラ
パ
文
部
卿
能
ク
其
意
見
ヲ
尽
シ
精
択
シ
テ
其
取
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
取
リ
彼

（

3
〉

－
一
偏
ス

ル
コ

ト
勿
レ
」
と
激
励
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
天
皇
を
中
心
と
す

る
国
家
思
想
へ
の
発
展
強
化
を
示
す
こ
と
で
あ
り
、
従
来
の
自
由
主
義
的

・
功
利
主
義
的
・
開
発
主
義
的
欧
化
教
育
か
ら
国
家
至
上
主
義
の
独
逸
的

傾
向
に
転
向
し
て
き
た
こ
手
を
意
味
す
る
。

一
方
、
わ
が
国
資
本
主
義
の
生
産
高
は
急
激
に
増
大
し
た
。
明
治
十
九
年

か
ら
二
十
三
年
ま
で
の
各
種
産
業
部
門
の
生
産
高
を
み
る
と
、
私
設
鉄
道
の

延
長
は
九
・
九
倍
に
、
綿
総
生
産
高
は
六
・
六
倍
に
、
汽
船
の
造
船
高
は
五

・
四
倍
に
、
機
物
生
産
高
は
二
・
五
倍
に
、
燐
寸
生
産
高
は
三
、
七
倍
に
増

大
し
、
石
炭
生
産
高
は
九
割
、
鉄
は
五
割
二
分
、
銅
は
八
割
五
分
増
加
し

（

4
） 

た
。
ま
た
資
本
の
蓄
積
も
明
治
十
八
年
か
ら
徐
々
に
始
ま
り
、
次
第
に
急
速

に
な
っ
た
。
十
九
年
未
か
ら
二
十
年
初
め
に
か
け
て
、
蓄
積
は
競
争
を
強
制

し
、
強
制
は
蓄
積
を
強
制
す
る
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
。
投
機
は
更
に
こ
れ

明
治
二
、
三
十
年
代
に
於
け
る
独
逸
教
育
学
の
影
響
（
石
山
〉

を
助
長
し
た
。
会
社
企
業
は
株
価
の
狂
騰
を
背
景
と
し
て
、
鉄
道
を
初
め
、

水
運
、
紡
績
、
鉱
山
、
製
紙
、
織
物
、
製
紙
、
士
木
、
建
築
、
電
燈
等
々
の

各
方
面
に
続
き
計
画
さ
れ
設
立
さ
れ
た
。
明
治
十
七
年
末
か
ら
二
十
三
年
末

ま
で
に
会
社
組
織
の
産
業
（
農
、
鉱
、
工
、
運
輸
の
計
）
の
公
称
資
本
金
一

千
三
百
四
十
万
円
か
ら
、

一
億
八
千
九
百
万
円
の
十
四
倍
に
飛
躍
的
に
増
大

を
示
す
よ
う
に
な
っ
た

Q

ま
た
、
資
本
主
義
生
産
の
急
激
な
発
達
は
生
産
手

段
の
輸
入
を
著
し
く
増
大
し
た
。
輸
入
総
額
は
明
治
十
六

t
九
年
に
比
す
れ

ば
、
二
十
二

t
二
十
三
年
に
は
二

・
二
倍
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
機
械
類

の
輸
入
は
六

・
四
倍
し
、
レ
ー

ル
等
の
建
設
材
料
の
輸
入
に
四

・
四
倍
し
、

繊
維
工
業
の
原
料
の
輸
入
は
五
・
五
倍
し
た
。
銀
行
も
資
本
主
義
生
産
の
発

達
に
先
行
し
て
著
し
い
発
達
を
遂
げ
た
。
明
治
十
七
年
末
に
お
い
て
、
総
会

社
資
本
金
の
う
ち
八
割
三
分
の
八
千
七
百
万
円
（
貸
金
業
算
入
す
れ
ば
八
割

八
分
、
九
千
二
百
万
円
）
は
銀
行
資
本
（
或
は
貸
付
資
本
）
が
占
め
て
お

り
、
銀
行
資
本
の
先
行
的
な
発
達
が
極
め
て
著
し
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
や
が
て
商
工
業
の
恐
慌
に
転
化
し
、
恐
慌
ご
と
に
弱
小
銀
行
の
強
大
銀

行
へ
の
従
属
を
引
き
起
し
、
資
本
の
支
配
を
拡
大
し
、
資
本
の
集
中
を
強
め

た
。
銀
行
数
は
明
治
三
十
四
年
の
二
千
三
百
五
十
九
行
が
最
も
多
く
、
そ
の

後
次
第
に
減
少
し
、
大
正
二
年
に
は
二
千
百
五
十
五
行
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
は
銀
行
に
お
け
る
資
本
の
支
配
と
集
中
と
の
著
し
い
進
行

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
明
治
三
十
四
年
末
、
東
京
、
大
阪
、
京

都
、
名
古
屋
、
神
戸
、
横
浜
の
六
大
都
市
組
合
銀
行
の
勘
定
に
お
い
て
、
組

合
銀
行
百
七
十
徐
行
中
、
第
一

、
十
五
、
三
井
、

三
菱
、
安
田
、
鴻
池
、
住

友
及
び
正
金
の
八
行
の
預
金
合
計
は
二
三
ハ
、
六
九

O
千
円
に
達
し
、
全
組

合
預
金
総
計
二
、
六
九
九
六

O
千
円
の
う
ち
、
五
割
一
分
を
占
め
、
更
に
そ

一
三
五
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法
政
史
学

第
十
九
号

の
他
の
十
行
は
四
六
、
七
六
八
千
円
を
占
め
て
い
た
か
ら
、
百
五
十
行
以
上

（

7
） 

の
も
の
が
僅
に
八
六
、
五

O
二
千
円
を
占
め
る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
日
清
戦
争
前
後
に
は
、
日
本
の
産
業
革
命
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
い
わ
れ

る
時
期
と
な
り
、

生
産
と
集
積
と
い
う
発
展
傾
向
を
示
し
て
い
く
の
で
あ

る。
や
が
て
円
滑
戦
争
の
結
果
、
わ
が
国
は
消
国
の
各
市
場
、
各
開
港
場
で
自

由
に
各
種
の
製
造
業
を
営
み
得
る
と
い
う
半
植
民
地
的
条
件
を
獲
得
し
て

い

っ
た
。
そ
し
て
わ
が
国
は
、
日
清
戦
争
に
よ
る
生
産
向
上
へ
の
刺
激
、
日
い
額

な
賠
償
金
、
新
領
土
と
市
場
と
の
獲
得
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
を
急
速
に
発

展
さ
せ
て
い
っ
た
。
特
に
三
国
干
渉
に
よ
る
遼
東
半
島
返
還
問
題
は
、
「
臥

薪
嘗
胆
」
、
｛
国
力
充
実
」
の
名
の
も
と
に
軍
備
の
拡
張
を
促
し
、

軍
事
工
場

を
基
盤
と
す
る
近
代
産
業
体
制
の
確
立
に
向
っ
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
更
に
国
民
の
聞
に
国
家
的
自
覚
を
高
め
、
戦
後
の
園
内
政
策
の
慕

本
的
動
向
に
も
、
ま
た
教
育
制
度
の
整
備
刷
新
に
も
、
国
力
の
仲
張

・
充
実

に
向
っ
て
強
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
鮎
果
、
小
学
校
令
の
改

正
を
は
じ
め
、
中
学
校
令
、
高
等
女
学
校
令
、
実
業
教
育
令
等
の
改
正
又
は

制
定
も
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
従
来
ま
で
の
国
家
は
、
主
と
し
て
大

学
高
等
専
門
教
育
の
整
備
に
力
を
注
ぎ
、
小
中
学
校
教
育
は
、
こ
れ
を
地
方

団
体
の
力
に
依
存
し
て
い
た
の
が
、
こ
の
時
代
か
ら
特
に
小
学
校
教
育
に
対

（

8
叫

す
る
国
庫
補
助
金
制
度
が
拡
充
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
時
代
的
背
来
の
中
で
、
教
育
思
想
も
国
家
至
上
主
義
的
政

策
と
結
び
つ
き
、
当
時
の
思
潮
に
最
も
，
迎
合
し
た
道
徳
的
教
育
学
、
即
ち
独

逸
の
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
育
学
が
エ
ミ
ル
・
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
ハ
何
百
戸
国

ω
5・

W
ロ
ゅ
の
宮
）
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
が
や
が
て
一
世
を
風
擁
す
る
に
至
ら

』 J

一一一_,_ ノ、

し
め
た
の
で
あ
る
。

一一一

明
治
二
十
年
、
独
逸
人
ハ
ウ

ス
グ
ネ
ヒ
ト

（関
自
己
出

g井
口
ゅ
の
伊
丹

Ea

t
Z
N
3
の
来
刊
は
、
そ
れ
ま
で
支
配
的
で
あ

っ
た
米
英
仏
諸
国
の
自
由
主

義
的
、
功
利
主
義
的
、
開
発
主
義
的
教
育
学
を
駆
遂
し
、
一
転
し
て
ヘ
ル
バ

ル
ト
教
育
学
の
勃
興
を
み
る
に
至
っ
た
。

彼
は
明
治
二
十
年
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
教
育
学
と
独
逸
文
学
の

教
師
と
し
て
、
伊
藤
博
文
の
依
頼
に
よ
り
招
聴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当

時
、
独
逸
公
使
は
品
川
弥
二
郎
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
当
時
の
文
相
ゴ
ス
ラ
l

に
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
を
推
薦
せ
し
め
た
も
の
で
、
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
も
期
待

に
そ
む
か
ず
大
い
に
活
躍
し
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
学
派
の
教
育
学
を
紹
介
し
、
在

任
中
は
自
ら
の
体
験
に
基
づ
き
、
わ
が
国
の
教
育
改
革
に
関
し
て
音
ω
見
を
具

申
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
独
逸
に
於
け
る
ホ
ホ
・
レ

l
レ
・
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
の
制
度
を
参
考
に
し
、
わ
が
国
の
高
等
中
学
校
及
び
尋
常
中
学
校
、
教

（

9
） 

員
養
成
に
つ
い
て
、
特
別
の
施
設
を
為
す
こ
と
を
建
言
し
た
。
そ
の
紡
果
、

明
治
二
十
二
年
二
月
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
内
に
特
約
生
教
育
学
科
が

（
凶
）

設
置
せ
ら
れ
、
ハ

ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
向
身
に
よ
っ
て
、
そ
の
教
育
を
担
当

し

た
。
こ
の
特
約
生
の
中
に
は
、
後
に
わ
が
国
教
育
界
に
多
大
な
る
貢
献
を
し

た
谷
本
宮
、
湯
原
元
一
、
稲
垣
未
松
、
山
口
小
太
郎
、
岡
田
五
兎
、
松
井
筒

治
等
が
い
る
。
こ
の
特
約
生
教
育
学
科
は
、
明
治
二
十
二
年
四
月
八
日
開
講

さ
れ
、
翌
二
十
三
年
七
月
中
旬
に
終
る
一
年
有
余
の
学
習
期
間
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
主
に
教
育
学
教
授
法
を
教
え
、
ま
た
教
授
の
実
習
を
行
な
わ
せ
た

り
し
て
い
た
が
、
生
徒
は
文
科
、
理
科
大
学
の
各
卒
業
生
及
び
選
科
修
了
生

と
入
学
試
験
に
合
格
し
た
中
等
学
校
教
員
等
を
以
っ
て
構
成
し
て
い
る
。
明
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治
二
十
三
年
初
め
て
生
徒
の
募
集
を
行
な
っ
た
が
、
文
学
士
、
理
学
士
の
希

望
は
み
ら
れ
ず
、
文
科
大
学
選
修
科
修
了
生
一
名
、
他
は
中
等
学
校
教
員
だ

け
で
あ
っ
た
。
第

一
期
修
業
生
は
十
二
名
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
年
に
ハ
ウ
ス

ク
ネ
ヒ
ト
は
任
期
満
了
し
て
帰
国
し
た
の
で
、
特
約
生
教
育
学
科
は
遂
に
廃

止
す
る
に
五
つ
ゆ
）
こ
の
特
約
生
教
育
学
科
設
置
に
当
っ

て
、
細
則
が
定
め

ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
独
逸
の
教
育
制
度
・
法
規
を
参
考
に
制
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
わ
が
国
の
大
学
で
最
初
に
独
逸
人
自
身
に
よ
っ
て
、
独
逸
教

育
学
を
担
当
し
、
教
授
し
た
の
も
こ
れ
が
初
め
で
あ
り
意
義
深
い
も
の
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

尚
、
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
は
こ
の
他
に
も
活
躍
し
、
山
口
高
等
中
学
校
の
創

設
に
も
関
与
し
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
の
教
育
論
が
、
伊
藤
博
文
、
品
川
弥
二

郎
に
深
く
共
鳴
を
与
え
た
こ
と
と
、
更
に
招
鴨
当
時
の
事
情
に
も
よ
る
と
考

ハ日）

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
彼
の
著
書
と
し
て
は
、
「
教
育
学
汎
論
」
（
刊
行
年
月

未
詳
〉
が
あ
る
が
、
雑
誌
「
教
育
評
論
」
明
治
二
十
四
年
五
月
、
第
三
十
三

号
、
同
六
月
、

第
三
十
四
号
に
各
々
「
ハ
ウ
ス
ク
子
ヒ
ト
氏
ノ
教
育
意
見
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
六
月
、
第
三
十
四
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文

を
み
る
と
、
ヘ
ル
パ
ル
ト
教
育
学
が
個
人
的
教
育
学
の
色
彩
が
強
く
、
か
っ

体
育
の
欠
除
が
大
き
な
問
題
点
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ウ
ス

ク
ネ
ヒ
ト
自
身
の
教
育
意
見
は
極
め
て
国
家
主
義
的
見
地
か
ら
述
べ
て
お

り
、
か
つ
体
育
を
強
調
し
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、

「
抑
モ
百
本
人
ノ
大
ニ
身
鉢
ノ
運
動
ヲ
嫌
避
シ
且
ツ
日
本
青
年
カ
断
エ
ス
修

学
ニ
傾
ク
ゾ一

事
ハ
余
ヲ
ツ
テ
毎
日
一
時
間
ノ
鉢
操
ヲ
謀
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
起

（
ロ
）

サ
ジ
メ
タ
リ
」
と
あ
り
、
知
識
教
育
の
発
達
を
認
め
な
が
ら
も
、
わ
が
国
の

教
育
の
欠
点
は
体
育
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
奨
励
し
て
い
る
。

明
治
二
、
三
十
年
代
に
於
け
る
独
逸
教
育
学
の
影
響
ハ
石
山
）

し
か
し
こ
の
点
は
、
彼
が
来
朝
す
る
明
治
二
十
年
に
森
有
礼
文
相
が
、
そ

れ
ま
で
の
わ
が
国
に
お
け
る
知
識
偏
重
主
義
を
認
め
、
「
余
の
所
見
を
以
て

す
れ
ば
、
現
今
我
国
人
最
も
欠
く
所
の
者
は
、
彼
の
至
重
根
元
た
る
三
能
力

（
口
）

の
一
、
即
身
体
の
能
力
な
り
と
す
」
と
述
べ
、
わ
が
国
教
育
の
欠
点
を
体
操

に
あ
る
と
し
、
更
に
森
有
札
制
「
日
本
の
教
育
」
に
も
「
最
良
の
意
味
に
お

け
る
教
育
と
は
、
身
体
的
知
的
道
徳
的
に
全
人
を
訓
練
す
る
こ
と
で
あ
る
。

彼
の
存
在
の
目
的
を
完
全
に
満
足
さ
せ
る
た
め
に
は
、
彼
は
体
が
頑
丈
で
し

（

M
） 

か
も
健
康
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
ま
た
「
伏
シ
テ
惟
フ
ニ
、
国

家
富
強
ノ
根
本
ヲ
培
養
シ
、
内
ハ
以
テ
上
下
ノ
安
寧
日
間
栄
ヲ
致
シ
、
外
ハ
以

（
日
）

テ
寓
国
ノ
敬
信
ヲ
厚
ク
ス
ル
ハ
、
専
ヲ
教
育
学
問
－
一

基
ス

ン
パ
ア
ラ
ス
」
と

述
べ
、
教
育
が
国
家
寓
強
の
根
本
で
あ
る
と
し
、
「
厳
粛
ナ
ル
規
律
ヲ
励
行

シ
テ
、
体
育
ノ
発
達
ヲ
致
シ
、
学
生
ヲ
シ
テ
武
毅
順
良
ノ
中
ニ
感
化
成
長
セ

シ
メ
、
以
テ
忠
君
愛
国
ノ
精
神
ヲ
泊
養
シ
、
嘗
難
忍
難
ノ
気
力
ヲ
漁
発
セ
シ

メ
、
他
日
人
ナ
リ
、
徴
サ
レ
テ
兵
ト
ナ
ル
一
一
於
テ
ハ
、
其
効
果
ノ
著
シ
キ
モ

（
時
）

ノ
ア
ラ
ン
」
と
述
べ
、
富
国
強
兵
の
見
地
か
ら
全
国
民
に
体
操
を
課
す
べ
き
こ

と
を
主
張
し
、
特
に
師
範
学
校
に
兵
式
体
操
を
設
け
た
こ
と
は
周
知
の
通
り

で
あ
る
。
恐
ら
く
、
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
も
こ
の
森
文
相
の
主
張
な
ど
の
事
情

か
ら
、
体
操
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
ハ
ウ
ス
ク
ネ

ヒ
ト
は
、
わ
が
国
の
体
操
教
授
法
に
問
題
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
「
今

日
日
本
一
一
行
ハ
ル
、
所
ノ
駄
操
法
ハ
大
－
一
改
良
ヲ
要
ス
ヘ
キ
モ
ノ
砂
カ
ラ
ス

先
ツ
第
一
二
女
子
ノ
駄
操
ト
ス
欧
羅
巴
ニ
在
一
ア
ハ
廉
恥
ヲ
害
ス
ル
モ
ノ
ト
シ

テ
決
シ
テ
女
子
－
一

課
冶
サ
ル
所
ノ
駄
操
ヲ
モ
日
本
－
一
於
テ
ハ
尚
ホ
之
ヲ
課
ス

（
口
〉

ル
ヲ
見
タ
ル
コ
ト
ア
リ
」
と
述
べ
、
森
文
相
の
画
一
的
な
体
操
教
育
を
批
判

一
三
七
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政
史
学

第
十
九
号

し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
「
教
育
評
論
」
の
評
に
も
「
余
等

矯
に
考
ふ
る
に
駄
操
を
盛
ん
に
せ
ん
と
欲
せ
は
先
つ
自
由
運
動
自
由
遊
戯
を

し
て
最
も
盛
ん
な
ら
し
め
き
る
可
ら
す
直
接
に
器
械
的
拡
操
を
強
ゆ
る
は
却

（
げ
）

て
倦
怠
を
来
す
の
恐
れ
な
き
ゃ
否
や
」
と
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
批
判
が
日
本

（
同
〉

人
自
身
か
ら
す
で
に
出
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

こ
の
よ
う
に
わ
が
国
に
お
け
る
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
育
学
説
が
、
ハ
ウ
ス
ク
ネ

ヒ
ト
の
来
朝
を
契
機
と
し
て
、
繭
芽
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
て
き
た
が
、
更

に
彼
の
講
義
を
受
講
し
た
谷
本
富

Q
g
u－－

zs）
、
湯
原
元
一
（

E
B
I

Sω
己
等
が
こ
れ
を
宣
伝
し
た
。
ま
た
独
逸
の
留
学
か
ら
帰
国
し
た
野
尻
精

一
も
こ
の
説
を
高
等
師
範
学
校
で
講
義
し
た
の
で
、
や
が
て
わ
が
国
教
育
界

は
ヘ
ル
パ
ル
ト
時
代
に
入
り
以
来
独
逸
教
育
学
の
隆
盛
を
形
成
す
る
に
至
っ

た
。
こ
の
発
展
の
基
盤
は
、
ひ
と
り
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
の
影
響
ば
か
り
で
な

く
、
わ
が
国
の
国
情
が
こ
れ
と
合
致
し
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

即

ち
、
明
治
十
八
年
十
二
月
に
森
有
礼
が
文
部
大
臣
に
就
任
す
る
や
、
彼
は
国

家
主
義
、
道
徳
主
義
の
教
育
を
強
調
し
た
た
め
、
前
時
代
ま
で
相
対
抗
し
て

い
た
西
欧
の
自
由
主
義
的
、
功
利
主
義
的
、
開
発
主
義
的
思
想
と
旧
来
の
儒

学
思
想
が
、
こ
こ
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
結
合
妥
協
し
た
か
ら
で
あ
る
。

ヘ
ル
パ
ル
ト
の
教
育
学
説
に
よ
れ
ば
、
教
育
の
究
極
目
的
は
道
徳
的
品
性

の
陶
冶
に
あ
り
、
そ
の
方
法
の
研
究
は
心
理
学
に
某
礎
を
置
く
べ
き
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
道
徳
的
理
念
を
五
つ
あ
げ
、
内
心
の
自
由

（
E
B

P
吋円ロ

5
5ロ
F－
E
F
E
H）
、
完
全
（

E
g
門目。吋〈
c
－F0
5
0
5
0
X）、
好

意
（

E
2
含
円
巧
。

zd号。＝。ロ
ω
）
、
正
義
へ

E
2
月

2
Z）、
公
平
（

E
2

色
。
吋
回
一
己
目
的
｝
内
巳
ご
を
陶
冶
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
訓

練
の
方
法
と
し
て
は
、
ま
た
五
つ
の
順
序
で
あ
る
予
備
、
提
示
、
比
較
、
綜

合
、
応
用
の
五
段
階
を
以
っ
て
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
五
つ

の
道
徳
的
理
念
は
、
儒
教
の
五
倫
五
常
た
る
仁
義
礼
智
信
に
各
々
当
て
は
め

ら
れ
る
と
い
う
の
で
、
教
育
の
目
的
は
倫
理
道
徳
に
あ
り
、
人
間
の
道
徳
的

口
明
性
の
陶
冶
に
あ
る
と
す
る
点
が
、
当
時
の
知
識
階
級
や
保
守
派
の
人
々
か

ら
も
支
持
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
後
述
す
る
谷
本
富
の
学
説
で
あ

っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
で
詳
細
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た

ヘ
ル
パ
ル
ト
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
教
育
方
法
の
形
式
が
、
型
に
お
し
は

め
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
、

当
時
の
人
々
に
受
け
い
れ
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
元
来
、
ヘ
ル
パ
ル
ト
の
教
育
学
説
は
、
心
理
学
の
研
究
を

そ
の
基
礎
と
す
る
相
当
難
解
な
も
の
で
、
こ
れ
が
一
世
を
風
擁
す
る
ほ
ど
大

衆
化
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
学
説
の
深
い
理
論
的
研
究
よ
り

も
、
教
育
の
最
後
の
目
的
が
品
性
陶
冶
、
人
格
完
成
に
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
発
展
し
た
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

五
道
徳
理
念
及
び
五
個

の
教
授
段
階
の
あ
る
事
さ
え
理
解
す
れ
ば
、
そ
れ
で
立
派
な
ヘ
ル
バ
ル
ト
学

（

ω） 

派
の
教
育
学
者
に
な
れ
た
の
で
あ
る
。
湯
原
元
一
は
「
こ
の
五
理
念
が
頗
る

儒
教
の
仁
義
礼
智
信
の
五
常
に
似
て
、
従
来
の
道
徳
観
念
に
合
ふ
の
で
、
ヘ

ハ
却
）

ル
パ
ル
ト
の
教
育
説
は
、
老
人
仲
間
に
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
。

と
当
時
を
述
懐
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
わ
が
国
の
ヘ
ル
パ
ル
ト
教
育
学
は
、
教
材
論
を
欠
い
だ
漠
然
た

る
教
育
目
的
論
と
国
家
の
統
治
秩
序
に
直
結
す
る
授
業
経
営
論
に
分
解
し
辺

の
で
あ
る
。

ヘ
ル
バ
ル
ト
の
教
育
学
説
は
、
明
治
は
明
治
二
十
五
J
六
年
頃
か
ら
同
三

十
五
J
六
年
頃
ま
で
全
盛
を
極
め
た
が
、
大
部
分
は
ヘ
ル
パ
ル
ト
白
身
の
著
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書
を
研
究
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
ケ
ル
ン
、
ラ
イ
ン
及
び
リ

ン
ド
ネ
ル
と
い
う
よ
う
な
ヘ
ル
バ
ル
ト
学
派
の
著
書
を
研
究
し
、
紹
介
し
て

い
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
湯
原
元
一
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
流

行
を
回
顧
し
な
が
ら
「
ヘ
ル
バ
ル
ト
全
盛
期
は
、
明
治
二
十
五
、
六
年
頃
か

ら
三
十
五
、
六
年
頃
ま
で
凡
そ
十
年
間
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
流
行
は
す
ば
ら

し
い
も
の
で
、
ヘ
ル
パ
ル
ト
な
け
れ
ば
夜
も
日
も
あ
け
ぬ
有
様
で
あ
っ
た
。

私
が
こ
の
学
派
に
属
す
る
リ
γ
ド
ネ
ル
の
教
育
学
を
邦
訳
し
た
の
は
、
明
治

二
十
六
年
五
月
で
、
そ
れ
か
ら
七
、
八
年
間
は
全
国
師
範
学
校
の
八
分
通
り

は
私
の
訳
書
の
教
科
書
を
採
用
し
た

Q

こ
れ
は
私
が
あ
る
日
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ

ト
教
授
を
訪
ね
る
と
、
彼
は
私
に
こ
の
書
物
を
示
し
て
、
若
し
こ
れ
が
日
本

語
に
訳
さ
れ
た
ら
日
本
の
教
育
界
は
必
ず
一
変
す
る
で
あ
ろ
う
と
云
わ
れ
た

の
で
、
私
が
そ
れ
を
大
急
ぎ
で
訳
し
て
出
す
と
、
思
い
が
け
な
く
大
い
ヒ
歓

迎
さ
れ
、
私
は
一
躍
ヘ
ル
パ
ル
ト
教
育
学
の
大
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私

は
そ
の
後
（
明
治
四
十
年
）
瑞
西
に
行
っ
て
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
を
ロ
！
ザ
ン

ヌ
に
訪
ね
て
昔
話
に
一
夜
を
明
か
し
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
全
盛
時
代
の
事
を
語
る

と
、
彼
は
満
足
こ
の
上
な
い
と
云
っ
て
喜
ば
れ
た
。
私
が
リ
ソ
ド
ネ
ル
即
ち

「
倫
氏
教
育
学
」
を
出
す
と
相
前
後
し
て
大
瀬
甚
太
郎
氏
が
ヘ
ル
パ
ル
ト
教

育
学
説
を
説
い
た
。
ま
た
例
の
谷
本
富
氏
が
そ
の
著
「
教
育
学
及
教
授
法
」

で
大
い
に
ヘ
ル
パ
ル
ト
主
義
を
説
い
た
。
そ
の
他
沢
柳
政
太
郎
、
立
花
銑
一
一
一

郎
両
氏
合
訳
「
格
氏
教
育
学
」
、
国
府
寺
新
作
氏
訳
「
ヘ
ル
パ
ル
ト
教
育

論
」
、
稲
垣
未
松
の
「
リ
ン
ド
ネ
ル
教
育
学
」
の
全
訳
が
出
る
、
そ
の
他
多

く
の
著
訳
書
が
出
て
き
た
が
、
最
も
多
く
読
ま
れ
た
も
の
は
や
り
私
の
「
倫

（
担
）

氏
教
育
学
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
」
と
述
懐
し
て
い
る
。

さ
て
、
湯
原
元
一
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
関
係
の
著
書

明
治
二
、
三
十
年
代
に
於
け
る
独
逸
教
育
学
の
影
響
（
石
山
）

は
、
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
私
が
調
べ
た
ヘ
ル
バ
ル
ト
関
係
の
著
書
だ
け

で
も
、
容
易
に
伺
い
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
掲
げ
る
と
、

「
ヘ
ル
ベ
ル
ト
関
係
教
育
書
」

①
「
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義
の
教
育
説
」
議
…
耕
一
昨
編
、
明
治
二
十
六
年
。
＠
「
ヘ

ル
パ
ル
ト
教
育
学
」
藤
代
禎
輔
訳
、
明
治
二
十
八
年
。
①
「
ヘ
ル
パ
ル
ト
教

育
学
階
梯
」
町
叫
ん
肘
炉
引
h
r
p
ル
若
明
治
二
十
八
年
。
④
「
へ
ル
バ
ル
ト
主
義
教
育

学
」
成
富
正
義
訳
補
、
明
治
二
十
八
年
。
①
「
へ
ル
バ
ル
ト
心
理
学
」
（
上

下
）
国
府
寺
新
作
講
、
明
治
二
十
八
年
。
①
「
ヘ
ル
パ
ル
ト
に
関
す
る
攻

究
」
中
島
半
次
郎
編
、
明
治
二
十
八
年
。
⑦
「
へ
ル
バ
ル
ト
派
教
育
学
講

演
」
鰭
…
区
鰭
一
会
一
綱
、
明
治
二
十
八
年
。
①
「
ヘ
ル
パ
ル
ト
心
理
学
」
安
藤

辰
次
郎
訳
、
明
治
二
十
九
年
。
①
「
へ
ル
パ
ル
ト
教
育
学
要
義
」
明
、
7
h
か
M

柑
上
俊
江
訳
明
治
三
十
年
。
⑮
「
ヘ
ル
パ
ル
ト
教
育
学
」
撒
閉
山
F
P
エ
ル
著
明
治

三
十
年
。
＠
「
へ
ル
バ
ル
ト
及
び
其
学
徒
」
一
献
一
民
監
…
明
治
コ
干
四
年
。
⑫

「
小
学
校
に
於
け
る
ヘ
ル
パ
ル
ト
教
育
学
の
価
値
」
独
フ
ォ
イ
ク
ト
著
州
知

仰
い
恥
訳
明
治
三
十
四
年
。

「
ケ
ル
ン
の
教
育
学
書
」

①
「
格
氏
普
通
教
育
学
」
独
へ
ル
マ
ン
・
ケ
ル

γ
著
諸
問
…
一
誠
訳
明
治
一
一

十
五
年
。
①

「
教
育
精
義
」
帥
h
u
M」

rprケ
ル
ソ
著
明
治
二
十
五
年
。
①
「
ケ

ル
ン
教
育
学
」
（
新
版
増
補
）
剛
一
お
一
形
氏
ヶ
ル
γ
著
明
治
二
十
六
年
。

右
記
三
冊
は
い
ず
れ
も
、
ケ
ル
ン
の
原
著
「
教
育
学
要
義
」
（
同

2
P

出

2
5
8
P
O円ロロ門主
ωω
仏

R
E
T
E
m－。m
－F
回

2

－E
H∞
山
口
）
左
同
一

書

で
、
各
々
の
人
が
翻
訳
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

＠

「格
氏
特
殊
教
育
学
」
独
ヘ
ル
マ
ン
－
ケ
ル

γ
著
諸
…
…
側
一
誠
訳
明
治
二
十

-JL 
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法
政
史
学

第
十
九
号

六
年
。こ

れ
等
ケ
ル
ン
の
教
育
学
書
は
、
一

種
の
教
科
書
、
あ
る
い
は
教
科
書
用

参
考
書
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
即
ち
、
彼
の
著
書

「
教
育
学
要

義
」
の
序
文
に
「
ヘ
ル
バ

ル
ト
教
育
学
書
は
、
初
学
者
に
難
解
の
点
多
き
の

み
な
ら
ず
、
実
際
教
育
に
関
係
す
る
所
少
く
、
チ
ル
レ
ル
の
教
科
書
も
或
は

材
料
製
鏡
に
過
ぎ
、
或
は
全
部
の
体
章
を
示
さ
ざ
る
の
失
い
あ
り
。
ス
ト
イ

の
教
育
学
書
も
亦
統
系
を
指
示
せ
ず
、
依
っ
て
是
等
の
諸
書
に
つ
き
教
育
に

（
お
）

関
す
る
事
項
の
梗
概
を
抜
率
せ
し
に
過
ぎ
ず
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
も
明
ら

か
で
あ
る
。

「
リ
ン
ド
ネ
ル
の
教
育
学
書
」

①
「
麟
氏
教
育
学
」
棚
U
U
F
W
L
M
ル
近
明
治
二
十
一

年。

①
「
倫
氏
教
育
学
」

叩約一
V
イ
和
ル
活
明
治
二
十
六
年
。
①
「
麟
氏
特
通
教
育
学
」
糊
制
約
一
山
和
ル
宕

明
治
二
十
六
年
。

①
の
教
育
学
書
は
一
般
教
授
論
の
書
で
、
①
、
①
は
一
般
教
育
学
書
で
あ

る
。
こ
の
中
で
最
も
広
く
用
い
ら
れ
た
の
が
、
湯
原
元
一
の
訳
書
で
あ
る

Q

こ
の
点
は
既
述
し
た
彼
の
回
顧
談
か
ら
も
分
か
る
と
思
う
。

「
ラ
イ
ン

の
教
育
学
書
」

①
「
来
因
氏
教
育
学
」
能
勢
栄
注
、
明
治
二
十
八
年
。

こ
の
書
は
ラ
イ
ソ

の
教
育
学
書
の
英
訳
を
、吏
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
「
ラ
イ
ン
の
教
育
学
原
理
」
制
約
町
一U
お
ム
・

ライ
ン
議
明
治
二
十
九
年
。
①

「
ヘ
ル
バ

ル
ト
・
チ

ル
レ
ル
派
教
授
学
」
拙
伸
一
郎
十
一伽
ム
：
プ
イ
γ
著
明
治
三
十

三
年
。
④
「
ラ
イ
ン
氏
教
育
学
」
（
矧
盟
結
諸
説
）
波
多
野
貞
之
助
解
説
、
明

治
三
十
四
年
。
①
「
小
学
校
教
育
原
理
」
山
町
村知則）ナ
u

伐
材
吉三
郎
訳
明
治
三

一
四

O

十
四
年
。
①
「
小
学
校
教
授
の
実
際

「第

一
t
一一一
学
年
、
独
一
フ
イ
ン
著
印
私
，

諸
説
訳
明
治
三
十
五
、
t
八
年。

右
記
①
、
①
の
二
冊
は
、
ラ
イ
ン

の
原
書
「
小
学
校
理
論
及
び
実
際
」
の

も
の
と
同

一
書
で
、
ラ
イ
ン
が
一
八
七
九
年
か
ら

一
八
八
五
年
ま
で
八
巻
を

菜
わ
し
た
も
の
を
翻
訳
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヘ
ル
パ
ル
ト
の
趣
旨
を
小

学
校
教
育
に
実
施
し
た
結
果
を
記
述
し
た
書
で
あ
る
。
翻
訳
さ
れ
た
の
は
、

第
一
巻
の
前
半
だ
け
で
そ
の
後
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
そ
の
他
の
教
育
学
書
」

①
「
教
育
学
汎
論
」
独
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
（
普
通
教
育
十
二
ノ
内
）
年
月
未

詳
。
①

「科
学
的
教
育
学
」
糊
防
一
釘
仰
ッ
ヒ
著
明
治
二
十
五
年
。

①
の
教
育
学
書
は
、

ヘ
ル
パ
ル

ト
、
チ
ル
レ
ル
、
ス
ト
イ
等
の
主
な
る
教

育
主
義
を
論
述
し
た
も
の
で
、
原
題
は
司

5
5
。y
巧
5
0
5与
え
己
古
F
o

g－門
Hmm。
性
｝
州
国

R
E
Z
I
N
－－－o
？
ω
S
3
で
あ
り
、
先
き
に
述
べ
た
湯
原
元

一
訳
「
倫
氏
教
育
学
」
は
、
リ
ン
ド
ネ
ル
の
原
書
を
フ
レ
i
リ
ッ
ヒ
が
増
補

し
た
も
の
を
湯
原
が
翻
訳
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
他
翻
訳
書
で
は
な
い
が
、
ヘ
ル
パ
ル
ト
教
育
学
に
傾
倒
し
て
著
書
を

刊
行
し
た
も
の
に
、
①
「
実
別
教
育
学
及
教
授
、
法
」
谷
本
富
著
、
明
治
二
十

七
年
。
①
「
科
学
的
教
育
学
精
義
」
谷
本
富
著
、
明
治
二
十
八
年
。
①
「
実

験
五
段
階
教
授
法
」
（
諜
綿
一
語
数
）
育
成
会
編
、
明
治
三
十
二
年
等
が
あ
る
。

①
、
①
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
谷
本
富
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
で
、
そ
こ
で

詳
細
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

以
上
の
著
書
、
翻
訳
書
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
育
学
の

隆
盛
は
熱
狂
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
独
逸
教
育
学
の
動
向
は
、
そ
の
学
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者
の
一
流
と
二
流
と
を
問
わ
ず
、
い
も
は
や
く
翻
訳
紹
介
さ
れ
、
独
逸
教
育

界
の
思
想
は
、
そ
の
ま
斗
ま
た
わ
が
国
教
育
界
の
思
想
を
形
づ
く
る
か
の
よ

う
に
盛
況
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
代
以
降
の
教
育
関
係
の
著
書

は
、
米
英
仏
諸
国
の
も
の
は
あ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
等
諸
国
の
教
育

学
に
関
心
を
示
す
も
の
は
む
し
ろ
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
視
さ
れ
、
傍
系
的
な
存

在
で
し
か
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
独

逸
教
育
学
が
発
展
し
て
き
た
こ
と
は
、
そ
の
背
景
と
し
て
明
治
憲
法
が
独
逸

憲
法
に
負
う
点
が
多
大
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五

さ
て
、
先
き
に
独
逸
留
学
か
ら
帰
国
し
た
野
尻
精
一
も
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
育

学
説
を
高
等
師
範
学
校
で
講
義
し
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
高
等
師
範
学

校
で
は
、
教
師
の
中
で
海
外
留
学
を
し
て
、
教
育
学
を
研
究
し
特
に
独
逸
で

ヘ
ル
パ
ル
ト
学
派
の
教
育
学
説
を
学
ん
で
き
た
も
の
も
少
く
な
い
。
そ
こ
で

ヘ
ル
パ
ル
ト
教
育
学
説
研
究
の
た
め
留
学
し
た
者
、
及
び
そ
れ
以
外
の
者
を

含
め
て
、
当
時
の
海
外
留
学
生
の
を
掲
げ
て
み
た
。
尚
、
参
考
史
料
と
し
て

藤
原
喜
代
蔵
著
「
明
治
教
育
思
想
史
」
（
明
治
四
十
三
年
刊
）
及
び
吉
田
熊

次
著
「
本
邦
教
育
概
説
」
（
大
正
十
一
年
刊
）
よ
り
調
べ
、
こ
れ
を
年
代
順

に
整
理
し
て
み
た
。

。
野
尻
精
一
哲
学
、
教
育
学
研
究
の
た
め
独
逸
留
学
。
明
治
十
九
年
l

二
十
三
年
。

師
範
学
科
取
調
の
た
め
米
国
留
学
、
そ
の
後
欧
州
諸
国
を

歴
遊
。
明
治
十
九
年

I
二
十
三
年
。

師
範
学
科
取
調
の
た
め
米
国
、
独
逸
留
学
。
明
治
二
十
三

年

l
二
十
五
年
。

。
篠
田

利
英

O
黒
田

定
治

明
治
二
、
三
十
年
代
に
於
け
る
独
逸
教
育
学
の
影
響
（
石
山
）

教
育
研
究
の
た
め
独
逸
留
学
。
明
治
二
十
一
年

1
二
十
五

年。自
民
族
教
育
に
関
す
る
事
項
及
び
教
育
学
研
究
の
た
め
独
逸

留
学
。
明
治
二
十
三
年

I
二
十
六
年
。

。
波
多
野
貞
之
助
師
範
教
育
及
び
実
業
教
育
に
関
す
る
事
項
研
究
の
た
め

独
逸
留
学
。
明
治
二
十
五
年

i
二
十
九
年
。

教
育
学
研
究
の
た
め
独
逸
、
仏
国
、
英
国
留
学
。
明
治
二

十
六
年
i
三
十
年
。

教
育
学
研
究
の
た
め
欧
州
（
英
仏
独
瑞
填
和
蘭
）
留
学
。

明
治
三
十
二
年

t
三
十
六
年
。

教
育
学
及
び
家
政
学
研
究
の
た
め
米
国
留
学
。
明
治
二
十

九
年
J
三
十
二
年
。

教
育
学
及
び
教
授
法
研
究
の
た
め
欧
州
留
学
。
明
治
三
十

二
年

t
三
十
五
年
。

教
授
法
研
究
の
た
め
独
逸
留
学
。
明
治
三
十
二
年

I
三
十

五
年
。

教
育
学
及
び
女
子
教
育
学
研
究
の
た
め
独
逸
、
米
国
、
留

学
。
明
治
三
十
二
年

t
三
十
五
年
。

教
育
学
研
究
の
た
め
独
逸
留
学
。
明
治
三
十
四
年

t
三
十

六
年
。

教
育
学
研
究
の
た
め
独
逸
留
学
。
明
治
三
十
七
年
J
四
十

年。教
育
学
研
究
の
た
め
独
逸
留
学
。
明
治
三
十
四
年
J
三
十

八
年
。

。
日
高

O
湯
本
武
比
古

。
大
瀬
甚
太
郎

O
谷
本

。
安
井

O
樋
口
助
次
郎

。
森
岡

Q 
’F 
回

。
小
泉

O
乙
竹

O
小
西

真
実官

田

て
つ

常
蔵

次
郎

又山
石
造

重
直

四
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法
政
史
学

第
十
九
号

。
横
山

教
育
学
及
び
教
授
法
研
究
の
た
め
独
進
、
米
国
留
学
。
明

治
三
十
八
年
1
四
十
年
。

こ
の
他
、
留
学
の
年
月
日
は
未
詳
で
あ
る
が
、
溝
淵
進
馬
、
熊
谷
五
郎
等

も
教
育
学
研
究
の
た
め
欧
州
に
留
学
し
て
い
る
。
以
上
の
留
学
状
況
か
ら
み

て
も
分
か
る
よ
う
に
、
圧
倒
的
に
教
育
関
係
で
は
独
逸
を
中
心
に
欧
米
各
国

に
留
学
し
て
い
る
。

』、．，，
 

さ
て
、
最
後
に
わ
が
国
教
育
学
者
の
う
ち
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
育
学
説
に
最

も
没
我
的
傾
倒
を
示
し
、
か
つ
影
響
を
う
け
た
谷
本
富
に
つ
い
て
述
べ
て
み

た
い
。

栄
次

谷
本
富
は
香
川
県
高
松
出
身
。
慶
応
三
年
十
月
生
ま
れ
る
。
明
治
十
年
高

松
中
学
校
に
入
学
。
同
十
一
年
高
松
医
学
校
に
転
校
し
、
在
学
三
年
首
席
を

以
っ
て
卒
業
し
た
。
更
に
松
山
で
漢
籍
文
章
を
学
び
、
翌
十
五
年
に
上
京

し
、
中
村
敬
宇
の
同
人
社
に
入
り
英
学
を
修
め
、
卒
業
後
東
京
帝
国
大
学
文

科
大
学
特
約
生
教
育
学
科
に
入
学
。
同
二
十
二
年
卒
業
し
た
。
二
十
三
年
山

口
高
等
中
等
学
校
教
授
と
な
り
、
の
ち
日
高
真
実
の
後
任
と
し
て
東
京
高
等

師
範
学
校
教
授
と
な
る
。
一
二
十
一
年
文
部
省
視
学
官
を
兼
任
し
、
三
十
二
年

秋
教
育
学
研
究
の
た
め
、
欧
州
に
留
学
し
英
仏
瑞
句
和
蘭
独
逸
諸
国
を
歴
遊
。

三
十
六
年
、
更
に
米
国
を
視
察
し
て
帰
国
し
、
京
都
帝
国
文
科
大
学
教
授
と

な
り
、
文
学
博
士
の
学
位
を
受
く
。
わ
が
国
教
育
界
に
貢
献
す
る
こ
と
大
で

あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
一
年
七
十
九
歳
で
そ
の
生
涯
を
と
じ
た
。

彼
が
教
育
学
を
研
究
し
は
じ
め
た
の
は
、
特
約
生
教
育
学
科
の
時
代
で
あ

り
、
そ
こ
で
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
教
授
の
講
義
を
う
け
、
ヘ
ル
パ
ル
ト
教
育
学

説
に
傾
倒
し
て
か
ら
で
あ
る
。
卒
業
後
、
二
十
三
年
山
口
高
等
中
学
校
教
授

四

を
経
て
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
と
な
り
、
こ
こ
で
「
実
用
教
育
学
及
教

授
法
」
を
著
わ
し
た
。
こ
の
書
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
育
学
説
を
自
分
の
も
の

と
し
て
ま
と
め
、
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
ヘ
ル
パ
ル
ト
学
派
の
ス
ト
イ
、
リ

ン
ド
ネ
ル
、
フ
ォ

l
ゲ
ル
、
ケ
ル
ン
、
ヂ
ッ
テ
ス
、
ロ
イ
ツ
等
の
書
を
参
考

に
し
て
い
る
。
こ
の
書
が
刊
行
さ
れ
た
契
機
は
、
明
治
一

一十
七
年
夏
、
私
立

福
島
県
教
育
会
主
催
の
夏
期
講
修
会
に
講
演
し
た
原
稿
を
訂
正
し
て
、
同
年

十
月
に
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
下
二
編
に
分
れ
、
上
編
は
ヘ
ル

バ
ル
ト
教
育
史
上
に
於
け
る
地
位
上
下
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
心
理
学
説
一
班
、
教

科
統
一
一
縮
、
五
段
教
授
法
、
人
物
養
成
論
、
支
那
古
代
の
教
育
編
、
孔
子
の

教
育
主
義
、
貝
原
益
軒
の
教
育
主
義
、
学
校
教
員
心
得
の
十
章
等
で
あ
る
。

下
編
は
修
身
科
教
授
法
、
読
書
作
文
科
教
授
法
、
歴
史
科
教
授
法
、
地
理
科

教
授
法
、
理
科
教
授
法
、
算
術
科
教
授
法
、
習
字
図
画
科
教
授
法
、
唱
歌
教

按
法
、
体
操
科
教
按
法
の
九
章
で
、
各
科
教
按
法
を
各
々
詳
細
に
論
述
し
て

い
る
。こ

の
書
の
開
巻
第
一
頁
に
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
学
説
空
謡
歌
し
、
多
大
な
崇
拝

を
し
て
い
る
。
即
ち
「
鳴
呼
ヘ
ル
パ
ル
ト
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
名
は
、
余
輩
の

夢
寝
に
懐
ふ
て
忘
る
る
能
は
き
る
者
な
り
鳴
呼
ヘ
ル
バ
ル
ト
。
ヘ
ル
バ
ル
ト

の
学
説
は
、
余
輩
の
日
夜
唱
導
し
て
怠
ら
さ
る
所
の
者
な
り
。
不
幸
に
し
て

某
名
、
其
学
説
の
我
国
に
伝
播
す
る
や
遅
か
り
き
。
否
、
彼
の
欧
米
諸
国
の

教
育
界
に
於
て
さ
へ
、
其
名
、
其
学
説
、
汎
く
行
な
は
れ
た
り
と
言
ふ
を
得

ず
。
而
か
も
余
輩
唱
導
の
効
空
し
か
ら
ず
。
其
名
、
共
学
説
、
今
や
漸
く
我

教
育
界
を
風
鹿
せ
む
と
す
。
然
り
、
ぺ
川
ベ
ペ
刊
の
名
は
、
哲
学
史
の
研
究

に
於
て
は
、
多
少
蚤
く
聞
え
た
り
し
な
な
ら
む
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
教
育
学
説

に
至
り
て
は
、
実
に
我
師
独
逸
人
ド
ク
ト
ル
ハ
ウ
ス
ク
子
ヒ
ト
氏
が
、
去
ぬ
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る
明
治
廿
年
、
は
じ
め
て
帝
国
大
学
に
於
て
講
述
唱
導
せ
ら
れ
た
る
を
鴨
矢

と
す
。
爾
来
幾
星
霜
、
其
名
は
漸
く
高
く
、
其
学
説
は
漸
く
街
勺
は
れ
、
今

日
に
て
は
そ
れ
が
学
説
を
訳
述
刊
行
す
る
者
漸
く
多
く
な
り
ぬ
」
と
述
べ
、

更
に
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
高
尚
な
る
道
義
的
人
物
に
し
て
言
行
一
致
の
人
物
で
あ

り
、
ル
ソ
ー
や
ベ
ス
タ
ロ
ッ
チ
に
比
べ
で
は
る
か
に
人
格
者
で
あ
る
と
し
て

川

M
1た
「
余
輩
は
イ
バ
ベ
川
刊
を
尊
敬
し
て
、
措
か
ざ
る
者
な
り
。
…

b

バ
ル
ト
が
科
学
的
数
育
学
の
開
祖
た
る
事
を
噴
々
し
て
措
か
ざ
る
者
な
り
」
。

ハ
傍
線
原
文
の
ま
ま
）
と
し
、
最
大
限
の
讃
辞
を
し
て
、
ヘ
ル
パ
ル
ト
に
対

し
て
没
我
的
傾
倒
を
示
し
た
。
こ
の
書
は
当
時
広
く
読
ま
れ
、
翌
二
十
八
年

に
は
「
科
学
的
教
育
学
講
義
」
と
題
す
る
著
書
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
彼
が

大
日
本
教
育
会
並
び
に
若
渓
会
講
習
会
に
於
い
て
講
演
し
た
原
稿
を
、
更
に

訂
正
増
補
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
先
ず
序
論
と
し
て

教
育
の
意
義
、
可
能
、
教
育
学
の
定
義
、
ヘ
ル
パ
ル
ト
の
学
風
及
び
其
著
書

等
を
述
べ
、
本
論
で
は
第
一
編
に
「
教
育
の
目
的
を
論
ず
」
と
題
し
て
、
ヘ

ル
バ
ル
ト
の
心
理
説
と
、
他
の
心
理
説
と
の
比
較
論
評
を
な
し
、
第
二
編
で

は
「
教
育
の
事
業
を
論
ず
」
と
題
し
て
、
教
導
、
教
按
、
教
練
の
三
方
法
を

述
べ
、
多
方
の
興
味
、
五
段
教
授
法
、
中
心
統
合
説
、
歴
史
的
段
階
説
に
関

し
て
、
詳
細
に
論
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
実
用
的
教
育
学
及
教
授
法
」
と

比
較
す
る
と
、
こ
の
書
は
、
ヘ
ル
パ
ル
ト
の
学
説
を
や
や
学
究
的
に
紹
介
し

て
い
る
。
更
に
こ
の
書
に
よ
っ
て
、
欧
米
の
科
学
的
教
育
学
の
内
容
を
初
め

て
わ
が
国
に
知
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

谷
本
富
の
こ
れ
等
二
書
の
出
版
に
よ
っ
て
、
彼
の
名
が
一
躍
教
育
界
に
知

れ
わ
た
り
、
ま
た
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
名
声
が

一
挙
に
高
ま
り
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の

学
説
は
多
大
な
尊
敬
を
以
っ
て
わ
が
教
育
界
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
藤

明
治
二
、
三
十
年
代
に
於
け
る
独
逸
教
育
学
の
影
響
（
石
山
）

原
喜
代
蔵
は
「
彼
の
学
説
は
多
大
の
尊
敬
を
以
て
、
我
が
教
育
界
に
迎
え
ら

れ
、
品
性
、
陶
治
、

多
方
の
興
味
、
五
段
教
授
法
、
教
育
的
教
援
等
の
警
語

は
、
羽
翼
を
生
じ
て
全
国
に
飛
趨
し
、
到
る
と
こ
ろ
の
教
員
、
口
毎
に
之
を

喧
唱
し
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
学
説
に
依
ら
ず
ん
ば
、
人
の
子
を
教
育
し
能
は
ざ

る
が
如
き
に
噴
々
し
て
己
ま
ざ
り
一
色
と
表
現
し
、
ヘ
ル
パ
ル
ト
学
説
が

一

世
を
風
擁
し
た
所
以
を
述
べ
て
い
る
。

さ
て
、
谷
本
富
の
二
書
か
ら
考
察
す
る
と
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
教
育
目
的
と

し
て
の
道
徳
的
品
性
の
内
容
で
あ
る
内
心
の
自
由
以
下
、
五
つ
の
道
徳
理
念

を
儒
教
の
五
道
念
（
仁
義
礼
智
信
）

に
配
当
し
て
い
る
。
ま
た
教
育
勅
語
の

徳
目
も
こ
れ
に
置
き
か
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
と
い
え
る
。

即
ち
、
ヘ
ル
パ
ル
ト
の
五
つ
の
道
徳
理
念
を
谷
本
は
「
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
意

（
却
）

志
の
関
係
如
何
に
由
り
て
五
個
の
道
念
を

i
vん
い
た
り
」
傍
一
線
は
原
文
の
ま

ま、

O
印
は
石
山
〉
と
述
べ
、
こ
れ
を
「
道
念
」
と
訳
し
、
「
道
念
と
一
五
ふ

は
、
是
も
一
徳
、
彼
も
一
徳
と
、
諸
徳
根
本
の
標
準
な
り
。
か
の
我
国
に
て

五
倫
と
云
ふ
も
、
五
個
の
道
念
。
五
常
、
と
云
ふ
も
、
亦
五
個
の
道
念
、
唯
々

〈

犯

〉

其
道
念
の
立
場
が
異
れ
る
な
り
」
と
し
、
五
つ
の
道
徳
理
念
も
五
倫
五
常
も

同
じ
く
諸
徳
根
本
の
標
準
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ヘ
ル
バ
ル
ト
の
五
道
徳
理

念
、
即
ち
①
「
内
心
の
自
由
」
へ
同
ロ
ロ

2
司

5
5
2
Cが
儒
教
の
「
所
謂
信
、

（
却
〉

否
寧
ろ
誠
な
り
」
と
し
、
①
「
完
全
」
へ

E
g
宏
司
〈
己
明
。

B
g
g
y
o伊丹）

（
勾
）

は
、
儒
教
の
「
所
謂
智
に
し
て
勇
を
兼
ね
た
る
も
の
な
り
」
は
し
、
①
「
好

（
却
）

意
」
ハ

E
g
合
ω
君。

zt弓
o

－－gm）
は
、
儒
教
の
「
所
調
仁
」
で
あ
る
と

し
、
④
「
正
義
」
（

E
2
河
内
日
宮
る
は
、
儒
教
の
「
所
謂
礼
否
寧
ろ
譲
な

（

mm） 
り
」
と
し
、
①
「
公
平
」
（

E
g
r円
回
目
白

mwo
－3
は
、
儒
教
の
「
所
調

一
四
三
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法
政
史
学

（
却
）

義
に
首
ら
ん
」
一
と
各
々
あ
て
は
め
て
い
る
。
ま
た
彼
は
こ
の
五
道
徳
理
念
を

教
育
勅
語
の
徳
自
に
置
き
か
え
、
「
勅
語
は
主
と
し
て
吾
人
徳
を
な
す
の
形

に
つ
き
て
列
挙
し
玉
ひ
た
れ
ば
、
之
を
徳
を
な
す
の
志
に
つ
き
て
立
て
た
る

こ
の
ベ
川
刈
川
刊
の
道
念
説
と
相
対
照
せ
む
も
、
如
何
な
る
へ
け
れ
ど
。
試

に
之
を
言
は
む
か
、
勅
語
に
「
朋
友
二
信
一
こ
と
あ
る
は
、
内
心
の
自
由
な

る
者
に
あ
ら
で
は
出
来
ざ
る
な
り
。

「
夫
婦
相
和
ス
」
も
亦
然
り
。
尚
ほ
好

意
を
要
す
べ
し
。
「
博
愛
衆
一
一
及
ボ
シ
」
は
無
論
好
意
の
極
致
な
り
。
「
業

司

f

習
ヒ
」
よ
り
以
下
「
公
益
ヲ
広
メ
世
務
ヲ
開
キ
」

に
至
る
ま
で
は
、
各
個

第
十
九
号

人
の
意
志
を
完
全
に
せ
よ
と
云
ふ
に
同
じ
。

「常

－一国
憲
ヲ
重
シ
、
国
法
－
一

遵
ヒ
」
は
正
義
の
道
念
を
明
に
せ
ず
し
て
は
な
し
難
し
。
「
父
母
－
一
孝
－
一
、

「
兄
弟
－
一
友
－
こ
に
報
償
ハ
H
八
ム
平
と
も
い
う
）
に
な
る
べ
し
。
況
む
や
祖

先
以
来
永
く
皇
恩
に
浴
し
、

o官
恩
を
蒙
む
る
者
、
誰
か
義
勇
奉
公
を
怠
ら
む

や
。
慎
む
べ
し
、
畏
む
べ
し
」
（
）
は
石
山
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て

「儒
教
の
五
常
も
亦
形
成
的
道
念
な
り
。
既
に
形
式
的
な
れ
ば
、
い
づ
れ
の

場
合
に
も
用
ふ
る
を
得
る
な
り
、
父
子
の
問
に
も
勿
論
五
常
あ
る
べ
し
。
夫

婦
の
聞
に
も
五
常
あ
る
べ
し
。
ベ
川
ベ
川
川
の
五
道
念
も
亦
執
れ
の
場
合
に

（
却
）

も
用
ひ
ら
れ
る
べ
く
、
用
ひ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
（
傍
線
は
原
文
の
ま

ま
）
と
述
べ
、
谷
本
は
五
道
念
も
五
倫
五
常
も
共
に
形
式
的
道
念
で
あ
る
が

た
め
に
、
人
間
の
行
動
を
律
す
る
普
遍
的
徳
目
と
し
て
、
共
通
の
も
の
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
わ
が
国
の
へ
ル
パ
ル
ト
教
育
学
説
は
、
国
家

主
義
的
道
徳
に
科
学
的
理
論
が
加
わ
り
、
わ
が
国
の
公
教
育
初
の
体
系
的
教

育
学
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
前
半
の
教
育
思
想
は
、
ヘ
ル
パ
ル

一
四
四

ト
教
育
学
説
を
中
心
に
、

多
く
の
関
係
教
育
学
書
が
翻
訳
刊
行
さ
れ
る
に
至

り
、
こ
れ
が
わ
が
国
の
教
育
界
に
大
い
に
普
及
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
三
十
年
以
降
に
な
る
と
、
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
一
世
を
風
廃
し
た
ヘ
ル

バ
ル
ト
学
説
も
、
そ
の
根
底
た
る
倫
理
学
的
心
理
学
的
、
研
究
の
価
値
に
つ

い
て
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
時
期
は
、
日
清
・
日
露
戦
争

等
に
よ
る
国
家
主
義
的
、
帝
国
主
義
的
繁
栄
の
道
す
じ
を
た
ど
り
、
時
勢
の

進
歩
、
と
社
会
的
思
想
の
発
達
が
絡
ん
で
、
新
し
い
教
育
学
が
要
求
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
育
学
説
に
代
っ
て
「
個
人
の
立
場
か

ら
の
み
目
的
を
考
え
ず
に
、
社
会
の
見
地
か
ら
こ
れ
を
決
定
す
る
」
と
い
う

ベ
ル
ゲ
マ
ン
の
社
会
的
教
育
学
説
が
紹
介
さ
れ
、
樋
口
勘
次
郎
や
谷
本
富
等

が
ヘ
ル
パ
ル
ト
学
派
か
ら
反
ヘ
ル
パ
ル
ト
の
立
場
へ
と
か
わ
り
、

更
に
熊
谷

五
郎
の
社
会
的
教
育
学
説
の
提
唱
に
よ
り
、
や
が
て
社
会
的
教
育
学
説
へ
と

移
行
し
て
く
る
。
更
に
同
時
期
頃
に
は
、
ヘ
ル
パ
ル
ト
学
派
を
批
判
し
た
実

験
的
教
育
学
説
も
車
場
し
、
「
人
間
の
素
質
と
外
部
よ
り
の
影
響
と
の
関
係

を
実
験
的
に
研
究
し
よ
う
と
ず
る
」
モ
イ
マ
ン
や
ラ
イ
の
教
育
学
説
が
紹
介

さ
れ
、
こ
の
影
響
を
う
け
た
稲
垣
末
松
、
小
西
重
直
、
乙
竹
岩
造
等
が
わ
が

国
教
育
界
に
大
き
く
貢
献
し
て
く
る
。
本
論
で
は
ヘ
ル
パ
ル
ト
教
育
学
説
の

影
響
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
が
、
明
治
前
半
期
の
米
英
仏
諸
国
の
教
育
学

説
が
翻
訳
的
学
説
で
、
わ
が
国
独
自
の
教
育
学
説
と
し
て
一
発
展
し
な
か
っ
た

の
に
対
し
て
、
独
逸
教
育
学
で
あ
る
へ
ル
バ
ル
ト
教
育
学
説
が
移
入
さ
れ
た

の
を
契
機
に
、
わ
が
国
教
育
界
で
は
学
説
思
想
を
本
格
的
に
研
究
し
、
学
理

的
で
し
か
も
独
創
的
な
学
説
へ
と
発
展
せ
し
む
る
よ
う
に
し
て
き
た
こ
と

は
、
非
常
に
意
義
深
い
も
の
主
考
え
る
の
で
あ
る
。

註
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（
1
）
「
明
治
政
史
」
指
原
安
三
編
、
上
編
！
明
治
文
化
全
集
、
第
二
巻
、

正
史
編
、
五
一
六
頁
。

（
2
〉
前
掲
書
二
一
九
l
一一二

一
頁
。
加
藤
弘
之
の
著
書
分
び
翻
訳
書
に

は
、
主
に
「
真
政
大
意
」
明
治
三
年
。
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
l
著
「
国
法

汎
論
」
翻
訳
、
明
治
五
年
。
「
国
体
新
論
」
明
治
七
年
。
「
人
権
新

説
」
明
治
十
五
年
等
が
あ
る
。

（

3
） 

（

4
） 

「
教
育
勅
語
洩
発
関
係
資
料
」
第
一
巻
、
三
二
l
l
二
三
頁
。

「
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
」

｜
｜
｜
資
本
の
蓄
積
と
経
済
恐
慌
l

！
大
塚
金
之
助
、
渡
辺
謙
吉
著
、
二
九
頁
、
昭
和
七
年
。

（
5
〉
前
掲
書
二
五

l
二
六
頁
。

（
6
）
前
掲
書
二

八
頁
。

（
7
）
前
掲
書
四
六
1

四
七
頁
。

（
8
）
「
明
治
文
化
史
」

3
、
教
育
道
徳
編
、
三
九
七
頁
。
昭
和
三
十
年
。

（
9
）
「

H
独
交
渉
史
話
」
丸
山
国
雄
著
、
ラ
ツ
オ
新
書
、
一
四
八
｜
一
四

九
頁
。
昭
和
十
六
年
。

（
叩
）
「
明
治
以
降
敬
育
制
度
発
達
史
」
第
三
巻
、
教
育
史
編
纂
会
、
復
刻

版
、
三
九

O
頁
、
昭
和
三
十
九
年
、
「
日
独
交
通
資
料
」
第
四
，
帖
、
一

O
ー
一
一
頁
、
円
独
文
化
協
会
、
昭
和
十
三
年
。

（
日
）
「
日
本
近
代
教
育
史
」
堀
松
武
著
一

、
三
一
五
頁
。
昭
和
一
二
十
八

年。

（
ロ
）
雑
誌
「
教
育
評
論
」
｜
｜
ハ
ウ
ス
ク
子
ヒ
卜
の
敢
育
意
見

l
i第
三

四
号
（
六
月
号
）
一

｜
二
頁
。
明
治
二

十
四
年。

（
臼
）
森
有
礼
、

教
育
論

ハ
身
体
の
能
力
）
大
久
保
利
謙
、
森
有
礼
原
典
之

部
、
一
七
七
頁
。

明
治
二
、
三
十
年
代
に
於
け
る
独
逸
教
育
学
の
影
響
（
石
山
〉

（
U
）
「
学
制
実
施
経
緯
の
研
究
」
｜
｜
森
有
礼
編
、
日
本
の
教
育
｜
｜
尾

形
裕
康
著
、
一
二
六

O
頁
。
昭
和
三
十
八
年
。

（
日
）
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
決
発
五
十
年
記
念
資
料
展
覧
図
録
」
教
事

局
、
文
相
教
育
上
奏
案
、
一

O
二
頁
。
昭
和
十
六
年
。

（
日
）
前
掲
書
、
一

O
一ニ頁。

（
げ
）
「
教
育
評
論
」
前
掲
書
、
三
四
号
（
六
月
号
）
一
！
二
一
貝
。

（
日
）
堀
松
武
一
前
掲
書
、
二
一
七
頁
。

（
印
）
「
日
本
教
育
育
年
史
談
」
相
沢
烈
著
、
一
八
六
頁
、
昭
和
二
十
七

年。

（
加
）
国
民
教
育
奨
励
会
、
教
育
五
十
年
史
｜
｜
湯
原
一
五
一
、
ヘ
ル
バ
ル
ト

派
教
育
学
説
の
全
盛
時
代
｜
｜
一
八
一
頁
、
大
正
十
一
年
。

（
幻
）
「
現
代
敬
育
学
」

5
、
目
本
近
代
教
育
史
、
一
一
一
ニ
頁
。
岩
波
書

店
。
昭
和
三
十
七
年
。

（
辺
）
相
沢
煎
前
掲
書
、
一
八
七
頁
。

（
お
）
「
敬
育
精
義
」
山
口
小
太
郎
訳
、
一
頁
、
明
治
二
十
五
年
。

（
M
）
「
明
治
教
育
思
想
史
」
藤
原
喜
代
蔵
著
、
三
六
三
頁
、
明
治
四
十
三

年。

（
お
）
「
実
用
敬
育
学
及
教
授
法
」
谷
本
富
著
、
一

l
l
二
頁
、
明
治
二
十
七

年。

（
お
）
前
掲
書
、
一
一
一
貝。

（
幻
）
藤
原
喜
代
蔵
前
掲
書
、
一
二
七
七
頁
。

（
お
）
谷
本
宮
前
掲
書
、

三
四
頁
。

（
mm
〉
「
科
学
的
教
育
学
講
義
」
谷
本
富
著
、
五
ゴ
一
頁
、
明
治
二
十
八
年
。

ハ

ω）
「
実
用
教
育
学
及
敬
摂
法
」
三
六
頁
。

一
四
五
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